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研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード： 
（１） 西洋史 

（２） 日本史 

（３） 政治学 

（４） 残留放射線 

（５） 病理学 

（６） 核実験 

（７） 被爆者 

（８） ABCC 

１．研究計画の概要 

本研究の目的は広島・長崎で収集された被爆資

料が、米国政府によって冷戦政策の中でどのよう

に利用され、いかなる核時代が作られていったの

かを、近年公開された資料や広島・長崎の被爆者

や核実験によるヒバクシャの証言の分析によって

浮き彫りにすることである。 

２．研究の進捗状況 

これまでの研究では、初年度に放射線の影響に

ついてのワークショップを開催し、とりわけ内部

被曝問題について学際的な意見交換を行った。原

爆・核実験の放射線の影響についての情報がどの

ように米国政府によって統制され、また公開され

てきたのかを、日本占領期、占領終了直後、ビキ

ニ水爆被災以降に分けて裏付けてゆくため、関連

映像・写真・書籍を収集した。またそうした情報

統制の中、核兵器・被爆者・ヒバクシャ情報、と

りわけ放射線の人体への影響に関する情報や放射

性降下物に関する情報がアメリカの冷戦文化の中

にどのように反映されていったのか、主に 1950年

代に製作された映画や文学作品を中心に検討した。

収集された被爆者・ヒバクシャの実相を示す情報

と、フィクションの中で描かれた核戦争のイメー

ジとが具体的にどのような開きがあるのかについ

て、２００９年度に実施された第３回ヒロシマ平

和映画祭と連携して、検討・議論を行った。 

 さらに日本科学史学会の欧文誌に拙稿が掲載さ

れた。 

３．現在までの達成度 

３０パーセント 

４．今後の研究の推進方策 

1954年 3月 1日のビキニ環礁での米核実験で被災

した第五福竜丸を初めとする米核実験によって被

ばくしたマグロ漁船の乗組員の被災状況を明らか

にするために、被ばく者側の証言を実験当局者で

ある米原子力委員会の資料や日本人研究者側の資

料から多角的に裏付けてゆく調査を進めたい。ま

た、1954 年当時、厚生省は放射線計測器で一分間

で 500 カウント計測すれば破棄する方針とってお

り、多くの漁獲マグロが破棄された。その背景に
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当時大阪市立大学助教授であった西脇安博士が第

五福竜丸を早速調査し、また漁獲物への調査・分

析に早速取り組んだことが大きい。西脇博士は 10

月に世界に向けて「死の灰」の警告を発し、1955

年 7 月の「ラッセル・アインシュタイン宣言」に

結びつくなど世界史的に重要な役割を果たした。

しかしながら、1954 年 11 月の日本学術会議主催

の放射線の影響に関する日米会議を契機として、

1954 年末に厚生省はマグロ調査を終了する。本研

究では、食料・水を通して入ってくる放射性物質

による内部被ばくが、とりわけ日本においてどの

ように軽視され、現在に至っているのを、放射性

降下物や内部被曝問題の専門家を招いて検証した

い。 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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